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望こ蓋7況に1

型
の
う
ち
、
現
行
意
匠
法
2
条

2
項
の
定

は
、
そ
の
対
象
と
な
る
二
つ
の
画
像
の
類

匠
で
あ
る
（
以
下
、
意
匠
登
録
を
受
け
よ

「
本
判
決
」
と
い
う
）
で
問
題
と
な
っ
た
の

参
照
）
。
知
財
高
裁
平
成

29年
5
月
30
日
判

決
（
平
28
（
行
ケ
）

1
0
2
3
9
号
。
以
下

す
る
。 以
下
、
本
事
案
の
概
要
を
簡
単
に
説
明

置
か
ら
照
射
さ
れ
る
画
像
を
意
匠
登
録
を

受
け
よ
う
と
す
る
部
分
と
す
る
、
部
分
意

り
、
ま
た
、
自
動
車
に
備
え
ら
れ
た
映
像
装

映
像
装
置
付
き
自
動
車
事
件

知
財
高
裁
平
成
29
年

5
月
3
0
H判
決
（
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

に
保
護
の
対
象
と
し
て
い
る

(
2条
2
項

匠
」
と
い
う
）
は
、
意
匠
に
係
る
物
品
を
「
映

条

1
項
）
、
一
部
の
画
像
も
物
品
性
を
前
提

い
て
で
あ
る
列

な
お
、
令
和
元
年
改
正
⑫
に
よ
り
、
意
匠

法
は
物
品
性
を
欠
く
画
像
の
保
談
に
大
き

＜
舵
を
切
っ
た
が
、
操
作
画
像
に
関
す
る

本
判
決
の
判
断
が
同
改
正
後
も
維
持
さ
れ

る
の
か
、
そ
の
射
程
を
吟
味
す
る
こ
と
も

必
要
と
な
る
。

1
事
案
の
概
要

原
告
の
出
願
し
た
意
匠
（
以
下
「
本
願
意

像
装
置
付
き
自
動
車
」
と
す
る
も
の
で
あ

形
状
等
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
が

(
2

で
あ
る
。

j Copp,・1・l11dia11s 麟忍ャ泣砂J、
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現
行
意
匠
法
は
、
原
則
と
し
て
物
品
の

は
じ
め
に

i'JUJ..1-: Tl'JJJ.L~-~ •:J誕悶員どべ壺yj

』し

ヽ
｛第28回｝r 知

的

財

め
る
、
い
わ
ゆ
る
操
作
画
像
の
意
義
に
つ

本
件
は
拒
絶
審
決
取
消
訴
訟
の
事
案

意
匠
法
に
お
け
る
操
作
画
像
の
意
義

盤

~ 

知的財産権研究会／編

の
「
一
般
的
に
想
定
で
き
る
機
能
」
は

器
に
表
示
さ
れ
る
各
画
像
図
と
か
ら

或
い
は
展
示
場
の
床
板
等
の
表
示
機

車
周
囲
の
路
面
、
組
み
立
て
駐
車
場
、

な
も
の
（
原
文
マ
マ
）
で
あ
る
。
自
動
車

動
車
と
一
体
と
し
用
い
ら
れ
る
自
動

車
と
、
映
像
装
置
か
ら
照
射
さ
れ
、
自

本
物
品
は
、
映
像
装
置
を
備
え
た
自
動

箪
者
が
適
宜
改
行
し
て
い
る
）
。

る
物
品
の
説
明
（
補
正
後
の
も
の
）
に
は
、

以
下
の
記
載
が
あ
る
（
見
や
す
い
よ
う
に

別
紙
第
1
に
掲
載
さ
れ
た
そ
の
意
匠
に
係

う
と
す
る
部
分
を
「
本
願
部
分
」
と
い
う
）
。

〈監修〉

東京大学名誉教授・弁護士

中山信弘 Nobuhi「oNakayama 

〈執筆〉

大阪大学大学院法学・政治学専攻

准教授

青木大也 HiroyaAoki 
08年東京大学大学院法学政治学研究科法晋蓑成専攻修了。同科助教、大阪大
学知的財産センタ ー特任請師を経て、 13年より現職。著作「意匠の類似と物

品の類似一知的財産権の範囲と物品等の意義」日本工業所有権法学会年報

40号19頁ほか。
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別紙第1掲載の参考図の一部

岳式1
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図
3
)
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使用状態を示す参考図1
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用状態を示す参考図2
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小
画
像
図
3
（
使
用
状
態
を
示
す
参
考

(
2
)
運
転
者
が
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
「縮

2
)
」。

画
像
図
2
（
使
用
状
態
を
示
す
参
考
図

状
態
を
示
す
参
考
図
1
)
」か
ら
「
縮
小

動
車
を
開
錠
「
縮
小
画
像
図
1

（
使
用

(
1
)
運
転
者
あ
る
い
は
同
乗
者
が
自

1
前
進
。

る。 の
「
操
作
の
用
に
供
す
る
画
像
」
で
あ

能
を
発
揮
で
き
る
状
態
に
す
る
た
め

よ
う
と
す
る
各
画
像
図
は

「走
る
」機

で
あ
る
。
本
物
品
の
意
匠
登
録
を
受
け

「走
る
」
、
「曲
が
る
」
、
「止
ま
る
』
こ
と

使用状態を示す参考図3

使用状態を示す参考図5

像
図

8
（
使
用
状
態
を
示
す
参
考
図

を
示
す
参
考
図
7
)
」
お
よ
び
「
縮
小
画

図
6
)
」
、
「
縮
小
画
像
図
7
（
使
用
状
態

小
画
像
図
6
（
使
用
状
態
を
示
す
参
考

び
「縮
小
画
像
図
5
（
使
用
状
態
を
示

(
3
)
運
転
者
が
自
動
車
を
前
進
さ
せ

（
使
用
状
態
を
示
す
参
考
図
4
)
」
お
よ

す
参
考
図
5
)
」。

(
4
)
自
動
車
が
走
り
始
め
る
ま
で
「
縮

8
)
」
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

(5)
自
動
車
が
走
る
。

2
．
後
退
。

（
以
下
略
）
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使用状態を示す参考図7

な
い
と
判
断
し
た
。
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注1)なお、意匠に係る物品を映像装置付き自動車とする同様の事
案につき、同日に本件を含め4件の判決が下されているが、いずれ
も概ね同旨である。このうち、知財高判平29・5・30裁判所ウェブ
サイト（平28(行ケ）10240号）を中心に検討を加えたものとして、
原田雅美「画像意匠の最新判例の紹介と画像意匠の保護の検討」
DESIGN PROTECT 11 7号33頁がある。

注2)特許法等の一部を改正する法律(5月17日公布。令和元年法
律第3号）。

と
こ
ろ
で
、
平
成
18
年
改
正
前
か

よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

え
で
、
本
願
部
分
の
画
像
は
こ
れ
に
該
当
し

下
「
平
成

18
年
改
正
」
と
い
う
。）

に

能
に
表
示
さ
れ
る
も
の
を
い
う
」
と
し
た
う

律
第
55
号
に
よ
る
意
匠
法
の
改
正
（
以

「
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
物
品
の
操
作
に

使
用
さ
れ
る
図
形
等
が
選
択
ま
た
は
指
定
可

定
す
る
。
同
条
2
項
は
、
平
成
18
年
法

意
匠
法
上
の
意
匠
に
当
た
る
旨
を
規

本
判
決
は
、
操
作
画
像
の
意
義
に
つ
き
、

彩
又
は
こ
れ
ら
の
結
合
」
に
含
ま
れ

品
の
部
分
の
形
状
、
模
様
若
し
く
は
色

ホ
さ
れ
る
も
の
」
は
、
同
条
1
項
の
「
物

n
判
旨

一
体
と
し
て
用
い
ら
れ
る
物
品
に
表

像
で
あ
っ
て
、
当
該
物
品
又
は
こ
れ
と

『

も
の
に
限
る
。
）
の
用
に
供
さ
れ
る
画

は、
図
表
ー

の
と
お
り
で
あ
る
。

き
る
状
態
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る

係
す
る
別
紙
第

1
掲
載
の
参
考
図
の
一
部

作
（
当
該
物
品
が
そ
の
機
能
を
発
揮
で

ま
た
、
自
動
車
が
前
進
す
る
場
合
に
関

意
匠
法
2
条
2
項
は
、
「
物
品
の
操
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の
解
釈
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら

と
、
本
願
部
分
の
画
像
は
、
別
紙
第
1

て
意
匠
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
と

こ
れ
を
本
願
部
分
に
つ
い
て
み
る

そ
の
機
器
の
意
匠
の
構
成
要
素
と
し

の
と
解
さ
れ
る
。

可
欠
な
画
面
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は

可
能
に
表
示
さ
れ
る
も
の
を
い
う
も

よ
う
に
機
器
の
初
動
操
作
に
必
要
不

用
さ
れ
る
図
形
等
が
選
択
又
は
指
定

ザ
イ
ン
や
、
携
帯
電
話
の
初
期
画
面
の

事
情
が
な
い
限
り
、
物
品
の
操
作
に
使

の
操
作

：
．
の
用
に
供
さ
れ
る
画
像
」

は
、
意
匠
法
2
条
2
項
所
定
の
「
物
品

し
た
が
っ
て
、
本
願
部
分
の
画
像

特
段
の
事
情
も
認
め
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
本
願
部
分
の
画
像
に
つ
い
て

れ
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

物
品
自
体
が
成
り
立
た
な
い
画
面
デ

す
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
特
段
の

等
が
選
択
又
は
指
定
可
能
に
表
示
さ

表
示
部
の
よ
う
に
そ
れ
が
な
け
れ
ば

作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
指

は
、
物
品
の
操
作
に
使
用
さ
れ
る
図
形

い
解
釈
が
行
わ
れ
、
液
晶
時
計
の
時
計

れ
た
図
形
等
を
利
用
し
て
物
品
の
操

そ
う
す
る
と
、
本
願
部
分
の
画
像

の
一
部
の
み
し
か
保
護
対
象
と
し
な

部
品
に
代
わ
っ
て
、画
面
上
に
表
示
さ

い
う
べ
き
で
あ
る
（
中
略
）
。

い
る
物
品
に
つ
い
て
、
画
面
デ
ザ
イ
ン

車
）
の
操
作
を
す
る
も
の
で
は
な
い
と

て
、
意
匠
法
2
条
1
項
に
規
定
さ
れ
て

家
電
機
器
や
情
報
機
器
に
用
い
ら
れ

に
よ
り
、
物
品
（
映
像
装
置
付
き
自
動

に
お
い
て
は
、
特
許
庁
の
運
用
と
し

作
…
の
用
に
供
さ
れ
る
画
像
」
と
は

図
形
等
を
選
択
又
は
指
定
す
る
こ
と

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
18年
改
正
前

て
解
釈
す
る
と
、
同
項
の
「
物
品
の
操

は
、
本
願
部
分
の
画
像
に
表
示
さ
れ
た

て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
。

操
作
を
促
す
も
の
に
す
ぎ
ず
、
運
転
者

イ
ン
ヘ
の
投
資
の
重
要
性
が
増
大
し

法
2
条
2
項
が
設
け
ら
れ
た
。

ペ
ダ
ル
等
の
物
理
的
な
部
品
に
よ
る

て
お
り
、
企
業
に
お
い
て
も
画
面
デ
ザ

め
に
、
平
成
18
年
改
正
に
よ
り
、
意
匠

バ
ー
、
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
、
ア
ク
セ
ル

に
と
っ
て
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
き

に
よ
り
保
護
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

対
し
て
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
シ
フ
ト
レ

電
機
器
等
の
品
質
や
需
要
者
の
選
択

す
さ
、
美
し
さ
等
の
工
夫
が
さ
れ
、
家

意
匠
対
応
版
]
)
。

そ
こ
で
、
画
面
デ
ザ
イ
ン
を
意
匠
権

こ
の
よ
う
な
立
法
経
緯
を
踏
ま
え

て
き
た
操
作
ボ
タ
ン
等
の
物
理
的
な

退
前
）
ま
で
の
自
動
車
の
各
作
動
状
態

を
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
運
転
者
に

を
考
慮
し
て
使
い
や
す
さ
、
分
か
り
や

ホ
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
[
部
分

自
動
車
の
開
錠
か
ら
発
進
前
（
又
は
後

画
面
デ
ザ
イ
ン
は
、
機
器
の
使
用
状
態

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
ー
基
本
編
ー
液
晶
表

と
認
め
ら
れ
、
本
願
部
分
の
画
像
は

が
増
加
し
て
き
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

の
願
書
及
び
図
面
の
記
載
に
関
す
る

き
起
こ
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る

イ
ン
」
を
利
用
し
て
操
作
を
す
る
機
器

釈
が
行
わ
れ
て
い
た
（
意
匠
登
録
出
願

作
に
よ
り
更
な
る
画
像
の
変
化
が
引

等
か
ら
な
る
、
い
わ
ゆ
る
「
画
面
デ
ザ

意
匠
法
で
は
保
護
さ
れ
な
い
と
の
解

え
、
こ
の
画
面
上
に
表
示
さ
れ
た
図
形

さ
れ
る
画
面
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は

考
慮
す
る
と
、
画
像
の
変
化
に
よ
り
運

な
部
品
を
電
子
的
な
画
面
に
置
き
換

と
は
別
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
等
に
表
示

正
後
の
も
の
、
別
紙
第
1
)
を
併
せ
て

れ
て
き
た
操
作
ポ
タ
ン
等
の
物
理
的

転
者
の
操
作
が
促
さ
れ
、
運
転
者
の
操

の
信
号
や
操
作
に
よ
っ
て
そ
の
機
器

に
係
る
物
品
の
説
明
」
欄
の
記
載
（
補

ら
、
家
電
機
器
や
情
報
機
器
に
用
い
ら

以
外
の
画
面
デ
ザ
イ
ン
や
、
機
器
か
ら

の
と
お
り
の
も
の
で
あ
っ
て
、
「
意
匠

品
の
説
明
に
お
い
て
明
記
さ
れ
て
い
る
よ

本
願
意
匠
の
画
像
は
、
意
匠
に
係
る
物

を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
表
示
を
行
う
画

像
」
（
表
示
画
像
）
⑬
か、

2
条

2
項
の
「
物
品

の
操
作
（
当
該
物
品
が
そ
の
機
能
を
発
揮

の
に
限
る
。
）
の
用
に
供
さ
れ
る
画
像
」
（
操

作
画
像
）
砂
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

I ;:、（い, ,,., , o~ (」!ICヽ.,

で
き
る
状
態
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も

解
釈
上
認
め
ら
れ
て
い
る
「
物
品
の
機
能

る
こ
と
の
で
き
る
画
像
は
、

2
条

1
項
の

現
行
意
匠
法
に
お
い
て
保
設
を
受
け

と
判
断
し
た
。
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の
用
に
供
さ
れ
る
画
像
」
に
該
当
し
な
い

て、

2
条

2
項
所
定
の
「
物
品
の
操
作

本
判
決
は
、
本
願
部
分
の
画
像
に
つ
い

゜意匠法に
お
い
て

保
護
を
受
け
ら
れ
る
画
像

＂
一
検
討

匠
」
に
当
た
ら
な
い
。

「
工
業
上
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
意

は
、
意
匠
法
3
条

1
項
柱
書
所
定
の

に
は
当
た
ら
な
い
か
ら
、
本
願
意
匠
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形
等
が
選
択
又
は
指
定
可
能
に
表
示
さ
れ

と
し
て
、
「
物
品
の
操
作
に
使
用
さ
れ
る
図

像
」
に
つ
い
て
、
立
法
経
緯
に
鑑
み
、
原
則

「
物
品
の
操
作
…
の
用
に
供
さ
れ
る
画

そ
の
具
体
的
内
容
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

本
判
決
は
、
現
行
意
匠
法
2
条

2
項
の

と
の
み
を
端
的
に
判
示
す
る
に
留
ま
り
、

決
は
本
願
意
匠
が
そ
れ
に
該
当
し
な
い
こ

〇

本
判
決
の
立
場

も
の
と
推
察
さ
れ
る
詞。

た
だ
し
、
た
し
か

に
意
匠
審
査
基
準
上
は
そ
の
よ
う
な
要
求

が
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
点
は
必
ず
し
も

当
然
の
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
5
。

対
応
す
る
た
め
の
平
成
18
年
改
正
で
あ
っ

た
と
い
う
整
理
を
し
て
い
る
細゚

な
お
本
判
決
は
、
「
特
段
の
事
情
が
な
い

限
り
」
と
の
留
保
を
付
し
て
い
る
が
、
本
判

し
て
操
作
す
る
機
器
が
増
加
し
、
そ
れ
に

置
き
換
え
、
そ
の
画
面
デ
ザ
イ
ン
を
利
用

等
の
物
理
的
な
部
品
を
電
子
的
な
画
面
に

示
画
像
と
し
て
の
出
願
は
た
め
ら
わ
れ
た

決
は
立
法
経
緯
を
参
照
し
、
操
作
ボ
タ
ン

; ~I 

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
表

上
記
規
範
を
導
く
に
あ
た
っ
て
、
本
判

き
自
動
車
の
表
示
部
に
表
示
さ
れ
る
わ
け

い
と
の
判
断
が
な
さ
れ
た
。

促
す
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
該
当
し
な

）し

像
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
⑮
、
本
願
意
匠
の
画
像
は
道
路

等
に
表
示
さ
れ
る
も
の
で
、
映
像
装
置
付

ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
等
を
操
作
す
る
こ
と
を

像
装
置
付
き
自
動
車
の

エ
ン
ジ
ン
キ
ー
や

ガオい

上
、
「
物
品
の
表
示
部
に
表
示
さ
れ
る
画

は
な
く
、
そ
の
画
像
を
見
た
運
転
者
に
映

表
示
画
像
に
つ
い
て
は
、
意
匠
審
査
基
準

像
装
置
付
き
自
動
車
を
操
作
す
る
わ
け
で

注3)意匠審査基準（平成31年4月26日改訂版。以下同じ）74.4.1.1.1.1参照。

注4)意匠審査基準74.4.1.1 .1.2参照。

注5)意匠審査基準74.4.1.1.1.1参照。

注6)この点、操作画像にあっては、「当該物品又はこれと一体と して用いられる物品」に表示されれはよいの
で、必ずしも映像装證付き自動車自体に表示される必要はなく、道路等が上記一体として用いられる物品と評
価されるのであれば、この点は障害とならなかったものと思われる。原田・前掲注1)39-40頁参照。

注7)原田・前掲注1)40頁では、平成18年改正当時、表示部を持たない物品にあっても保護すべき「画像意匠」
が存在することを前提とした検討がなされており、そこで操作画像と表示画像を区別する趣旨はなかったこと
を前提に、表示画像に係る条件の緩和（物品の成立に不可欠な画像から、物品の機能を果たすために必要な表示
を行う画像へと対象が広がったこと）を根拠に、表示画像にあっても、「一体として用いられる物品」に表示され
るものにも適用可能であるとの解釈が示唆される。たしかに、平成18年改正に向けた報告書である、 旧産業構
造審語会知的財産政策部会（意匠制度小委員会）「意匠制度の在り方について」33頁（平成18年2月）には、「物品
の成立性に照らして不可欠な画面デザインに加え、物品の用途及び機能を実現するために表示される画面デザ
インを物品の部分（部分意匠）として保護することが適切であると考えられる。また、物品自体の表示部に表示
される画面デザインだけでなく、物品と接続された外部の汎用途の表示機器等に表示される画面テザインも当
該物品の部分意匠として保護対象とすることが適切であると考えられる」と記載されており、表示先について
は操作画像と表示画像を区別する趣旨は読み取れないように思われる。また、特許庁総務部総務課制度改正審
議室編「産業財産権法の解説一平成18年意匠法等の一部改正」（発明協会、2007)16頁では、2条2項の一体とし
て用いられる物品に表示される画像について、「このような状態で表示されている画面デザインについても、別
の物品に表示されていることは使用上の便宜にすぎない」から保護するとの指摘がなされているが、同趣旨は
表示画像にも当てはまりそうに思われる。

注8)なお、特許庁編「工業所有権法（産業財産権法）遂条解説（第20版）」（発明推進協会、2017)1154頁では、「操
作」の概念につき、「一定の作用効果や結果を得るために物品の内部機構等に指示を与えることをいう」と述べ
るが、裁判所は原告主張に関して若干触れるに留まっている。本件では「操作」自体というより、画像が「操作」と
どのように結びついていなければならないかが問題となったものと整理されよう。

注9)特許庁総務部総務課制度改正審藷室編・前掲注7)13頁でも同旨が述べられている。ただし、以降の文言の
解説にあっては、操作ボタン等の物理的な部品に代わる画像であることが登録要件である、といった言及はさ
れていないようである。

画
像
と
し
て
の
出
願
も
考
え
ら
れ
る
が
、

て
は
、
表
示
さ
れ
た
画
像
を
指
定
し
て
映

{. 

な
お
、
本
願
意
匠
の
画
像
に
つ
き
、
表
示

さ
れ
て
い
る
。
本
願
部
分
の
画
像
に
つ
い

れ
、
そ
れ
を
前
提
と
す
る
限
り
、
本
判
決
の

当
時
の
立
法
趣
旨
が
ど
こ
ま
で
通
用
す
る

;:_;. I 
'l'/ 
I 

争
い
と
な
っ
た
。

遠
隔
操
作
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
に

と
し
て
理
解
し
た
う
え
で
の
も
の
と
解
さ

て）

2
条

2
項
の
解
釈
に
つ
き
平
成
18
年

と
か
ら
、
操
作
画
像
の
定
義
を
め
ぐ
っ
て

へ
の
応
答
に
お
い
て
、
リ
モ
コ
ン
に
よ
る

品
性
を
か
な
り
具
体
的
・
物
理
的
な
も
の

り
、
（
本
願
意
匠
の
登
録
可
能
性
は
別
と
し

動
車
を
操
作
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ

な
ど
に
触
れ
る
も
の
の
ほ
か
、
原
告
主
張

本
判
決
の
厘
視
し
た
立
法
経
緯
は
、
物

イ
ン
を
取
り
巻
く
状
況
は
激
変
し
て
お

入戸亭

求
め
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
当

該
画
像
を
選
択
等
し
て
映
像
装
置
付
き
自

た
却。

こ
の
「
選
択
又
は
指
定
可
能
に
表
示

さ
れ
る
も
の
」
に
は
、
直
接
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

も
っ
と
も
、
実
態
面
と
し
て
、
画
像
デ
ザ

0
5闘
鱈
—

わ
れ
る
。

う
に
、
操
作
画
像
と
し
て
の
意
匠
登
録
を

る
も
の
」
に
該
当
す
る
必
要
が
あ
る
と
し

帰
結
は
素
直
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
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操
作
画
像
に
関
し
て
は
改
正
前
と
ほ
と
ん

と
解
さ
れ
る
た
め
、
本
願
部
分
の
画
像
に

つ
い
て
は
、
改
正
後
は
そ
れ
単
独
で
表
示

画
像
と
し
て
登
録
を
受
け
ら
れ
る
も
の
と

解
さ
れ
よ
う
）
加。

こ
の
点
、
文
言
を
素
直
に
理
解
す
る
と
、

I ~-:、い, ,,.,, O~ (」JI('('、

の
表
示
部
に
係
る
要
件
は
除
か
れ
た
も
の

の
新
2
条

1
項
に
あ
っ
て
は
、
表
示
画
像
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か
が
、
議
論
と
な
り
得
る
（
な
お
、
改
正
後

後
の
操
作
画
像
に
も
そ
の
趣
旨
が
及
ぶ
の

ら
、
本
判
決
の
射
程
に
関
連
し
て
、
同
改
正

の
」
（
新
2
条

1
項
）
に
限
ら
れ
る
こ
と
か

に
供
さ
れ
る
も
の
又
は
機
器
が
そ
の
機
能

て
の
画
像
で
は
な
く
、
「
機
器
の
操
作
の
用

に
述
べ
た
よ
う
に
、
保
設
の
対
象
は
す
べ

/'JuJrJ-: 11'/tJ.L;. ミ

品
性
を
欠
く
画
像
自
体
を
意
匠
と
し
て
保

の
か
麟
、
ま
た
理
論
面
と
し
て
、
そ
も
そ
も

画
像
を
含
む
意
匠
に
係
る
物
品
の
意
義
を

ど
こ
ま
で
具
体
的
・
物
理
的
な
も
の
と
理

本
判
決
は
令
和
元
年
改
正
前
の
も
の

で
あ
る
が
、
同
改
正
に
よ
っ
て
新
た
に
物

陵
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
す
で

を
発
揮
し
た
結
果
と
し
て
表
示
さ
れ
る
も

〇

闘
元
年
改
正
法
下
で
の

れ
る
。

本
判
決
は
議
論
を
喚
起
す
る
よ
う
に
思
わ

解
す
る
べ
き
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
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の
作
成
等
に
つ
い
て
は
、
物
品
の
意
匠
を

表
示
す
る
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
）
自
体

し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
画
像
（
や
、
そ
れ
を

従
前
、
物
品
の
意
匠
の
形
状
等
の
一
部
と

れ
て
い
る
（
新
2
条

2
項
3
号
イ
・
ロ
）
。

意
匠
に
係
る
実
施
行
為
も
新
た
に
規
定
さ

ち
な
み
に
、
同
改
正
に
よ
っ
て
、
画
像
の

わ
れ
る
。

を
行
う
余
地
も
否
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
思

画
像
の
概
念
に
つ
い
て
、
改
め
て
の
検
討

う
で
あ
る
と
す
る
と
、
同
改
正
後
は
、
操
作

ら
な
く
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
仮
に
そ

る
も
の
と
は
い
え
）
当
然
に
は
当
て
は
ま

考
え
方
が
、
（
「
機
器
の
」
操
作
の
用
に
供
す

）ツl

代
わ
り
に
な
る
画
像
を
保
護
す
る
と
い
う

が
画
像
に
置
き
換
え
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な

従
来
の
操
作
ボ
タ
ン
等
の
物
理
的
な
部
品

Jt 

判
決
が
依
拠
し
た
理
由
付
け
、
す
な
わ
ち
、

つ
き
物
品
性
を
除
い
た
結
果
と
し
て
、
本

り↓l 1--

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
画
像
の
意
匠
に

ほ
う
が
有
利
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
表
示
画
像
）
と
し
て
の
登
録
を
目
指
す

後
は
画
像
の
意
匠
（
少
な
く
と
も
先
述
し

→ 'ゞ..J I
r. 'l會／

I 

本
判
決
の
趣
旨
は
同
改
正
後
の
操
作
画
像

④
。
主

に
も
及
ぶ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

も
っ
と
も
、
同
改
正
が
意
図
し
た
も
の

題
と
な
っ
た
よ
う
な
画
像
に
つ
い
て
は
、
今

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、

る
。
こ
の
点
を
童
視
す
る
と
、
本
判
決
で
問

入 沿

そ
の
表
示
や
記
録
に
係
る
要
件
が
検
討
の

対
象
と
な
っ
て
お
り
年
‘
操
作
画
像
の
概

念
自
体
に
変
更
を
加
え
る
よ
う
な
議
論
は

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

と
、
ま
た
同
改
正
に
向
け
て
の
議
論
で
は
、

ど
同
様
の
文
言
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
い
う
形
で
し
か
規
制
で
き
な
か
っ
た

畠
、
同
改
正
に
よ
っ
て
、
画
像
の
作
成
等

に
つ
い
て
も
実
施
行
為
と
し
て
直
接
規
制

ベ
ー
ス
と
し
た
間
接
侵
害

(38条
）
の
成
否

注10)例えは、平成24年2月に開催された、第16回意匠制度小委員会の配布資料「画面デザインの保護を巡る近年の状況変化」1頁では、「今や、画面テザインは、
「操作ボタン等の物理的な部品を電子的な画面に置き換えたもの」という位置づけを超えた、独自の発展可能性を有するビジネスツールとしての地位を確立し

たと言っても過言ではない」との言及があり、それに対応して平成23年の意匠審査基準改訂が行われているとの指摘がある。

注11)青木博通「商標 ・意匠制度からみた著作権制度ー制度間競争とその調整」発明2019年7月号44頁の注40、白木裕一「テザインの保護に関する裁判例の
分析と意匠法の改正について（下）」知財ぷりずむ17巻203号96頁参照。

注12)意匠制度小委員会報告昏「産業競争力の強化に資する意匠制度の見直しについて」（平成31年2月）3頁参照。

注13)なお、令和元年改正後の新2条1項では、旧2条2項の括弧書（「（当該物品がその機能を発揮できる状態にするために行われるものに根る。）」）に相当す
る文言が見当たらない。本判決がこの点を略記しているだけで、これを含んだ趣旨で下されたのであれば、括弧書がなくなったことの影習を吟味する必要が

あろう。ただし、この括弧習は機能を発揮している状態のものを除くという意味で（特許庁編・前掲注8)1155頁参照）、いわばタイミングを規律するものであ
り、またその削除については、いわゆる「00機能付き電子計算機」に係る画1象を意匠審査基準上保護対象としていたことの影裡が指摘されており（五味飛鳥
「画像テザインの保護範囲J2019年度日本工業所有権法学会研究大会における報告資料参照。なお、川上敏寛「令和元年特許法等改正法の概要（下）」NBL1156
号47頁も参照）、本判決で問題となった点とは異なる観点からの改正と考えられることから、本判決の射程に影密を及ぽすものではないように思われる。

注14)山田正夫＝山田繁和「画像デザインの保護の拡充について一意匠審査基準の改訂とそれを踏まえた現行意匠法の考え方」NBL1070号75頁参照。
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